
海
上
自
衛
隊
の
体
験

航
海
が
、
こ
の
と
こ

ろ
本
県
か
ら
す
っ
か

り
縁
遠
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
以
前
は
防

衛
協
会
や
防
衛
関
連

団
体
の
会
員
た
ち
が
、
家
族
や
一
般
市

民
た
ち
と
気
軽
に
参
加
で
き
た
◆
南

極
帰
り
の
「
し
ら
せ
」（
先
代
）
が
晴

海
か
ら
母
港
の
横
須
賀
へ
回
航
す
る

さ
い
な
ど
、
珍
し
い
砕
氷
艦
の
内
外
を

ゆ
っ
く
り
見
学
し
な
が
ら
東
京
湾
ク

ル
ー
ズ
を
楽
し
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
最

新
鋭
の
護
衛
艦
も
装
備
品
を
公
開
し

な
が
ら
東
京
湾
内
を
航
行
し
て
く
れ

た
し
、
茨
城
県
日
立
港
に
も
小
型
の

Ｄ
Ｅ
ク
ラ
ス
の
護
衛
艦
が
き
た
◆
そ
れ

が
い
つ
の
間
に
か
一
部
の
人
た
ち
を
除

き
、
一
般
市
民
に
は
お
呼
び
が
か
か
ら

な
く
な
っ
た
。
海
外
派
遣
に
伴
う
船
腹

不
足
な
ど
理
由
は
あ
ろ
う
。
栃
木
地
本

の
担
当
隊
員
も
防
衛
省
ま
で
出
向
い
て

折
衝
し
て
く
れ
た
し
、
過
日
来
県
し
た

当
時
の
横
須
賀
地
方
総
監
に
も
防
衛

協
会
関
係
者
が
〝
直
訴
〟
し
た
り
も

し
た
。
昨
年
の
観
艦
式
で
の
乗
艦
希
望

応
募
者
は
16
万
３
千
余
と
史
上
最
高
。

こ
の
な
か
か
ら
た
っ
た
１
万
人
に
チ

ケ
ッ
ト
が
渡
っ
た
と
い
う
◆
だ
が
、
将

来
自
衛
官
を
め
ざ
す
か
も
知
れ
な
い

若
者
に
、
体
験
航
海
の
チ
ャ
ン
ス
す
ら

な
い
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
例
え
ば

今
回
は
栃
木
、
次
回
は
群
馬
と
い
っ
た

海
な
し
県
用
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
組
め

る
の
で
は
な
い
か
。
人
気
先
行
だ
け
で

は
片
付
け
ら
れ
ま
い
。

防
衛
協
会
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

　

栃
木
県
防
衛
協
会
の
28
年
賀
詞
交
歓

会
が
２
月
７
日
、
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都

宮
で
開
催
し
た
。

　

会
に
は
各
支
部
会
員
、
防
衛
関
係
諸

団
体
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
自

治
体
関
係
者
、
幹
部
自
衛
官
な
ど
来
賓

を
含
め
１
０
０
余
人
が
出
席
し
た
。

　

青
木
勲
会
長
は
冒
頭
あ
い
さ
つ
で
、

折
か
ら
北
朝
鮮
が
事
実
上
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
を
発
射
し
た
当
日
だ
っ
た
こ
と
に

触
れ
「
他
の
同
盟
諸
国
と
手
を
た
ず
さ

え
、
強
固
な
安
全
保
障
環
境
確
立
の
必

要
性
を
痛
感
し
た
」
と
述
べ
た
。

　

会
は
引
き
続
い
て
恒
例
の
防
衛
講
話

に
移
り
第
12
特
科
隊
長
兼
宇
都
宮
駐
屯

地
司
令
の
内
山
浩
成
１
等
陸
佐
が
『
世

界
の
中
の
日
本
・
防
衛
駐
在
官
の
経
験

を
踏
ま
え
て
』
の
演
題
で
、
自
身
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
防
衛
駐
在
官
の
体
験
談
な

ど
を
披
露
し
た
。

　

こ
の
あ
と
賀
詞
交
歓
会
は
第
２
部
に

移
り
、
新
た
に
多
く
の
来
賓
各
氏
も
加

わ
っ
て
懇
親
の
輪
を
ひ
ろ
げ
た
。

（
２
・
４
面
に
関
連
記
事
） 青木会長のあいさつ

雪
化
粧
の
日
光
連
山
バ
ッ
ク
に
１
月
７
日
、「
飛
行

訓
練
始
め
」
で
北
宇
都
宮
駐
屯
地
航
校
宇
都
宮
校
Ｕ

Ｈ
１
Ｊ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
編
隊
飛
行

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
と
も
ど
も
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
栃
木
県
防
衛
協
会
の
諸
活
動
に
対
す
る
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
の
安
全
保
障
環
境
は
、
シ
リ
ア
情
勢
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
イ
ラ

ン
問
題
な
ど
中
東
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
不
安
定
な
治
安
・
政
治
情
勢
、
昨
年
十
一

月
に
発
生
し
た
パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
等
、
無
差
別
テ
ロ
へ
の
対
応
な
ど
混
迷
の
度

を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、
年
明
け
一
月
六
日
に
、
北
朝
鮮
が
四

度
目
と
な
る
核
実
験
を
強
行
し
世
界
を
震
撼
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
は
尖
閣

諸
島
及
び
南
シ
ナ
海
等
に
お
い
て
海
空
域
で
の
活
動
を
活
発
化
し
て
い
る
な
ど
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境
に
お
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
内
で
は
昨
年
九
月
に
、
平
和
安
全
法
制
が
成
立
し
、
新
た
な
安
全
保

障
環
境
構
築
の
た
め
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
、
変
革
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
自
衛
隊
の
皆
様
は
、
日
夜
わ
が
国
の
安
全
保
障
と
い
う
重
大

任
務
に
精
励
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
国
内
外
に
お
い
て
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

国
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
九
月
、
関
東
・
東
北
豪
雨
で
は
県
内
各
地
で
発

生
し
た
被
害
に
対
し
、
北
宇
都
宮
駐
屯
地
か
ら
第
12
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第
１
飛
行

隊
、
宇
都
宮
駐
屯
地
か
ら
第
12
特
科
隊
を
中
心
と
し
た
地
上
部
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
派

遣
さ
れ
、
そ
の
任
務
を
完
遂
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
外
で
は
、
昨
年
四
月
に
発
生
し
た
ネ
パ
ー
ル
地
震
で
の
国
際
緊
急
援
助
活
動
、

南
ス
ー
ダ
ン
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
、
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
海
賊
対
処
な
ど
の
諸
活
動
が

世
界
各
地
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
国
際
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
国
内
外
で
の
活
動
に
よ
り
、
国
民
の
自
衛
隊
に
対
す
る
信
頼
と
期
待

は
一
段
と
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

栃
木
県
防
衛
協
会
は
、
今
後
も
協
会
理
念
を
追
求
し
、
よ
り
充
実
し
た
諸
活
動

を
通
じ
、
県
民
の
皆
様
に
対
し
国
防
の
重
要
性
を
広
く
普
及
・
高
揚
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
自
衛
隊
の
皆
様
が
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
任
務
に
全
う
さ
れ
ま

す
よ
う
、
自
衛
隊
に
対
す
る
支
援
・
激
励
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
そ
し
て
ご
家
族
に
と
り
ま
し
て
、
ま
す
ま
す
良
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

栃
木
県
防
衛
協
会

　

会
長　

青
木　

勲

 

北
宇
都
宮
駐
屯
地
司
令
に
佐
々
木
１
佐

 

防
衛
省
人
事
・
12
月
１
日
付

　

航
空
学
校
宇
都
宮
校
校
長
兼
北
宇
都
宮
駐
屯
地
司
令

　
　
（
西
部
方
面
航
空
隊
長
兼
高
遊
原
分
屯
地
司
令
）

１
等
陸
佐  
佐
々
木　

博
茂

　
　
　
　
　

前
任
の
荒
関
和
人
１
等
陸
佐
は
12
月
１
日
付
で
退
官
し
ま
し
た
。

１
月
６
日
の
宇
都
宮
市
消
防
出
初
式
に
は

宇
都
宮
駐
屯
地
の
第
12
特
科
隊
が
車
両
な

ど
と
と
も
に
大
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
た

（1）　平成28年（2016年） 2月29日 第71号栃木県防衛協会新聞
2016 Vol.1
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□陸自が輸送防護車を導入

□グラフ「降下訓練始め」

□中即連　県庁で帰国行事

□特写「RC航空ページェント」
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次号は5月31日付です



陸上自衛隊女性自衛官陸上自衛隊女性自衛官

第12ヘリコプター隊
第１飛行隊　整備班

陸士長  福
ふくとみ

富　汐
しお

里
り

さん
昭和63年４月25日生まれ
栃木県宇都宮市幕田町出身

平成25年３月　朝霞駐屯地  女性自衛官教育隊  入隊
　　　　９月　北宇都宮駐屯地　現職

ひとこと
　私は、第 12 ヘリコプター隊第１飛行隊で航
空機整備手として勤務しています。航空機の整
備は安全運航に直結する仕事なので緊張するこ
とも多いのですが、とてもやりがいのある仕事
だと感じています。また、災害派遣等で活躍す
る先輩方の姿を見て、とても誇りに思うととも
に、とても良い環境で勤務させていただいてい
るなと思います。
　私も少しでも先輩方に追いつけるよう、１日
１日を大切に、毎日何か少しずつでも成長でき
るように、これからもがんばっていきたいと思
います。

●女性自衛官の略称●
陸自　W A C　ワック
海自　WAVE　ウエーブ
空自　W A F　ワッフ

　

海
賊
対
処
行
動
海
自
航
空
部
隊
の
ジ

ブ
チ
基
地
警
備
で
、
第
４
次
支
援
隊
の

任
務
を
終
え
て
帰
国
し
た
宇
都
宮
駐
屯

地
の
中
央
即
応
連
隊
派
遣
隊
員
の
帰
国

報
告
会
が
２
月
17
日
、
県
庁
県
民
ロ

ビ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　

栃
木
県
防
衛
協
会
主
催
の
同
行
事
で

は
、
警
備
隊
長
の
水
関
謙
作
３
等
陸
佐

以
下
約
70
人
の
派
遣
隊
員
が
福
田
富
一

知
事
に
帰
国
を
報
告
、福
田
知
事
は
「
連

日
猛
暑
の
続
く
現
地
で
の
勤
務
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
る
」
な
ど
と
、
そ
の

労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

〔
１
面
所
報
〕

　

防
衛
協
会
賀
詞
交
歓
会
第
２
部
は
、

青
木
会
長
が
改
め
て
あ
い
さ
つ
し
て
開

会
。
来
賓
あ
い
さ
つ
の
茂
木
敏
充
衆
議

院
議
員
（
別
席
）
に
続
い
て
、
船
田
元
、

佐
藤
勉
、
簗
和
生
の
各
衆
議
院
議
員
、

上
野
通
子
、
高
橋
克
法
の
両
参
議
院
議

員
、
岩
崎
信
県
議
会
議
長
、
福
田
富
一

県
知
事
、
小
林
茂
樹
自
衛
隊
栃
木
地
方

協
力
本
部
長
の
各
氏
が
、
次
々
に
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
。

岩
崎
議
長
が
芳
賀
支
部
入
会

　

こ
の
な
か
で
岩
崎
県
議
会
議
長
は
、

襟
元
の
防
衛
協
会
員
バ
ッ
ジ
を
示
し
な

が
ら
「
地
元
の
芳
賀
支
部
（
堀
中
勝
水

支
部
長
）
に
入
会
し
ま
し
た
」
と
報
告

し
、
満
場
の
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
た
。

　

会
は
こ
の
あ
と
、
小
林
徹
防
衛
協
会

副
会
長
の
音
頭
で
、
県
産
酒
の
盃
を
掲

げ
て
乾
杯
、
懇
親
の
場
に
移
っ
た
。

　

県
民
ロ
ビ
ー
に
は
、
隊
員
の
家
族
や

関
係
者
、
一
般
市
民
な
ど
も
集
ま
り
、

初
め
て
見
る
砂
漠
用
防
暑
服
姿
の
隊
員

た
ち
を
珍
し
そ
う
に
見
つ
め
る
姿
も

あ
っ
た
。

　

栃
木
県
防
衛
協
会
で
は
『
市
民
に
溶

け
込
む
自
衛
隊
』『
市
民
と
と
も
に
歩

む
自
衛
隊
』
を
自
衛
隊
支
援
と
い
う
活

動
目
標
の
主
要
な
柱
に
し
て
お
り
、
今

回
の
行
事
も
そ
の
一
環
と
し
て
実
施
し

た
。
ま
た
26
年
10
月
に
は
同
様
の
帰
国

行
事
を
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
コ
ン
コ
ー
ス
で

実
施
し
、
大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
ジ
ブ
チ
基
地
で
は
海
自
八
戸

基
地
の
Ｐ
３
Ｃ
と
、
第
５
次
支
援
隊
と

し
て
第
34
普
通
科
連
隊
（
板
妻
駐
屯
地
）

が
現
在
任
務
に
就
い
て
い
る
。

栃
木
支
部
が
防
衛
講
話
開
催

　

防
衛
協
会
栃
木
支
部
（
石
崎
常
蔵
支

部
長
）
は
12
月
12
日
、
栃
木
市
の
サ
ン

ラ
ン
ド
栃
木
で
、
全
国
防
衛
協
会
理
事

の
千
葉
徳
次
郎
氏
（
元
陸
自
北
部
方
面

総
監
・
陸
将
）
を
講
師
に
招
い
て
防
衛

講
話
を
行
っ
た
。

　

千
葉
氏
は
『
こ
の
国
は
だ
れ
が
守
る

か
』
を
議
題
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
の
問
題
点
を
提
起
し
な
が
ら
講
話
を

展
開
、
参
加
者
た
ち
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

　

こ
の
講
話
会
に
は
、
小
林
栄
樹
栃
木

地
本
本
部
長
、
内
山
浩
成
宇
都
宮
駐
屯

地
司
令
も
出
席
し
た
。

　

講
話
終
了
後
、
忘
年
会
を
兼
ね
た
懇

親
会
が
開
か
れ
た
。

帰国報告の隊員達へ労をねぎらう福田知事　　　　　　　　　　　　　　　　　（県民ロビーで）

帰国報告会には隊員の家族や一般市民も集まった
　　〔中央即応連隊〕

栃木支部での防衛講話

青年部による北宇都宮駐屯地資料館の清掃活動

中
即
連
帰
国
行
事　
県
庁
で
開
催

　

宇
都
宮
駐
屯
地
の
第
12
特
科
隊
と
県

警
機
動
隊
は
２
月
３
日
、
武
装
工
作
員

な
ど
テ
ロ
リ
ス
ト
が
国
内
に
侵
入
し
た

と
の
想
定
で
、
共
同
実
動
訓
練
を
実
施

し
た
。（
写
真
）

賀
詞
交
歓
会
第
２
部

茂木敏充 氏上野通子 氏石崎信 氏

テ
ロ
対
策
実
動
訓
練

　

訓
練
に
は
第
12
特
科
隊
員
と
県
警
機

動
隊
員
な
ど
約
１
９
０
人
が
参
加
、
緊

急
輸
送
訓
練
で
は
、
赤
色
灯
を
点
灯
し

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
パ
ト
カ
ー
が
、

機
銃
を
装
備
し
た
自
衛
隊
車
両
を
先
導

し
て
現
場
に
急
行
す
る
な
ど
、
目
的
地

ま
で
の
ル
ー
ト
確
認
、
方
法
の
連
携
を

訓
練
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
昨
年
に
続
き
４
回
目
。

青
年
部
が
清
掃
活
動

　

防
衛
協
会
青
年
部
（
若
林
清
明
部
長
）

は
11
月
28
日
、
北
宇
都
宮
駐
屯
地
に
あ

る
航
空
資
料
館
と
そ
の
周
辺
の
清
掃
活

動
を
行
っ
た
。

　

一
行
は
資
料
館
内
部
の
ほ
か
、
駐
屯

地
側
の
要
望
も
あ
っ
て
、
枯
れ
葉
な
ど

が
多
い
展
示
航
空
機
周
辺
の
屋
外
清
掃

を
重
点
的
に
実
施
し
た
。

　

青
年
部
に
よ
る
駐
屯
地
資
料
館
清
掃

活
動
は
昨
年
６
月
の
宇
都
宮
駐
屯
地
防

衛
資
料
館
に
次
い
で
２
度
目
。

　
『
自
衛
隊
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６
』（
通
算
３
回
目
）
は
５
月

21
日
（
土
）
に
宇
都
宮
市
の
オ
リ
オ
ン

ス
ク
エ
ア
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
市
内
中

心
街
一
帯
で
行
わ
れ
る
。

　

自
衛
隊
車
両
の
展
示
、
音
楽
演
奏
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
航
空
安
全
を
祈
念

　

１
月
７
日
の
北
宇
都
宮
駐
屯
地
飛
行

訓
練
始
め
に
先
立
ち
、
航
校
宇
都
宮
校

校
長
の
佐
々
木
博
茂
１
等
陸
佐
（
北
宇

都
宮
駐
屯
地
司
令
）
が
、
恒
例
の
ダ
ル

マ
眼
入
れ
で
、
こ
と
し
の
〝
航
空
安
全
〟

を
祈
念
し
た
。（
写
真
）

　
県
内
駐
屯
地
記
念
行
事

　

宇
都
宮
駐
屯
地
創
立
66
周
年
記
念
行

事
は
、
４
月
３
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
北
宇
都
宮
駐
屯
地
開
設
43
周
年

記
念
行
事
は
、
６
月
19
日
（
日
）
に
行

わ
れ
る
。

　

東
部
方
面
駐
屯
地
記
念
行
事

新
町
駐
屯
地
創
設
65
周
年　
　

４
月
２
日（
土
）

駒
門
駐
屯
地
創
立
56
周
年　
　

４
月
３
日（
日
）

習
志
野
駐
屯
地「
桜
ま
つ
り
」　

４
月
３
日（
日
）

相
馬
原
駐
屯
地
創
設
57
周
年　

４
月
９
日（
土
）

練
馬
駐
屯
地
創
立
65
周
年　
　

４
月
10
日（
日
）

滝
ヶ
原
駐
屯
地
創
立
42
周
年　

４
月
10
日（
日
）

松
本
駐
屯
地
創
立
66
周
年　
　

４
月
16
日（
土
）

高
田
駐
屯
地
創
設
66
周
年　
　

４
月
17
日（
日
）

板
妻
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事　

４
月
17
日（
日
）

北
富
士
駐
屯
地
創
立
56
周
年　

４
月
24
日（
日
）

下
志
津
駐
屯
地「
つ
つ
じ
祭
」　 

４
月
29
日（
金
）

（
注
）
習
志
野
は
第
１
空
挺
団
、
相
馬
原
は
第
12
旅

　
　

 

団
、
練
馬
は
第
１
師
団
創
立
行
事
も
併
催
。

自
衛
隊
Ｇ
フ
ェ
ス
タ
は
５
月
21
日
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■
第
57
次
南
極
観
測
支
援
の
海
自
砕
氷
艦

「
し
ら
せ
」
は
、
１
月
４
日
昭
和
基
地
に
接

岸
後
物
資
輸
送
を
同
16
日
に
終
了
、
帰
国

の
途
に
つ
い
た
。
な
お
今
回『
し
ら
せ
』に

は
女
性
隊
員
10
人
が
初
参
加
、
各
種
活
動

を
行
っ
た
。［
写
真
①
］（
１
月
15
日
）

■
米
国
、
タ
イ
両
国
共
催
の
多
国
間
共
同

訓
練「
コ
ブ
ラ
・
ゴ
ー
ル
ド
16
」に
陸
自
高

機
動
車
と
海
自
護
衛
艦「
ま
つ
ゆ
き
」を
派

遣
、
海
外
で
初
の
在
外
邦
人
輸
送
訓
練
を

実
施
。
ほ
か
に
も
韓
、
中
、
印
な
ど
参
加

各
国
と
、
各
種
の
訓
練
を
行
っ
た
。（
１
月

19
日
～
２
月
19
日
）

■
防
衛
省
の
発
表
に
よ
る
27
年
度
第
１
～

３
四
半
期（
昨
年
４
月
～
12
月
）の
空
自
戦

闘
機
に
よ
る
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
（
緊
急
発
進
）

回
数
は
５
６
７
回
。
こ
の
う
ち
中
国
機
に

対
す
る
も
の
は
前
年
同
期
比
２
回
増
の

３
７
３
回
と
過
去
最
多
を
更
新
、
全
体
の

約
66
％
を
占
め
た
。（
１
月
22
日
）

■
防
衛
省
は「
第
９
航
空
団
」を
那
覇
基
地

に
新
編
成
。
沖
縄
・
尖
閣
諸
島
な
ど
南
西

諸
島
周
辺
空
域
の
防
空
体
制
強
化
が
目

的
。
Ｆ
15
戦
闘
機
を
従
来
の
２
倍
の
40
機

体
制
と
し
、
人
員
も
３
０
０
人
増
の
約

１
５
０
０
人
体
制
と
し
た
。（
１
月
31
日
）

■
政
府
は
閣
議
で
、
自
衛
隊
の
国
連
南

ス
ー
ダ
ン
共
和
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｕ
Ｎ
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
で
の
活
動
期
間
を
、
こ
と
し
10

月
31
日
ま
で
の
８
ヵ
月
延
長
を
決
定
。［
写

真
②
］（
２
月
９
日
）

■
河
野
統
幕
長
は
、
訪
問
先
の
ハ
ワ
イ
で

日
米
韓
参
謀
総
長
級
の
テ
レ
ビ
会
談
に
臨

み
、
北
朝
鮮
の
事
実
上
の
長
距
離
弾
道
ミ

サ
イ
ル
発
射
を
受
け
、
北
朝
鮮
の
核
・
ミ

サ
イ
ル
開
発
に
３
カ
国
が
さ
ら
に
情
報
共

有
化
を
強
め
、
連
携
を
密
に
対
応
す
る
こ

と
で
一
致
。（
２
月
11
日
）

■
統
合
幕
僚
監
部
の
創
設
10
周
年
記
念
式

典
が
防
衛
省
講
堂
で
開
催
、
歴
代
防
衛
庁

長
官
、
防
衛
相
、
統
幕
長
、
米
軍
司
令
官

ら
来
賓
と
隊
員
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
。

中
谷
防
衛
相
は
「
統
合
運
用
の
司
令
塔
と

し
て
の
役
割
を
」と
訓
示
。（
２
月
17
日
）

■
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）に

約
５
ヵ
月
間
滞
在
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
で

無
人
補
給
船「
こ
う
の
と
り
」を
キ
ャ
ッ
チ

す
る
な
ど
宇
宙
飛
行
士
と
し
て
多
様
な
任

務
に
つ
い
て
い
た
油
井
亀
美
也
元
２
等
空

佐
が
ロ
シ
ア
の
ソ
ユ
ー
ズ
宇
宙
船
で
昨
年

暮
、
地
球
に
帰
還
。
来
日
し
た
油
井
宇
宙

飛
行
士
は
安
倍
首
相
を
訪
問
、
首
相
は

「
日
本
の
誇
り
」
と
た
た
え
た
。［
写
真
③
］

（
２
月
24
日
）

■
防
衛
装
備
庁
が
開
発
し
た
国
産
初
の
ス

テ
ル
ス
実
証
機「
Ｘ
２
」の
地
上
滑
走
試
験

が
名
古
屋
空
港（
小
牧
基
地
）で
行
わ
れ
、

３
月
に
は
初
飛
行
も
行
わ
れ
る
予
定
。［
写

真
④
］（
２
月
24
日
）

①                     　　　　　　     　　〔海上自衛隊〕②                     　　　　　　     　〔統合幕僚監部〕③    　　    　　　　　　　　　　　　  〔首相官邸〕

④                     　　　　　　     　   〔防衛装備庁〕

房
総
沖
に
情
報
収
集
艦

中
国
艦
隊
が
本
州
を
一
周

　

統
合
幕
僚
監
部
の
発
表
に
よ
る
と
、

２
月
16
日
午
後
５
時
半
ご
ろ
種
子
島
東

北
東
約
85
㌔
の
海
域
を
太
平
洋
か
ら
東

シ
ナ
海
へ
西
進
す
る
中
国
海
軍
ル
フ
級

駆
逐
艦
、
ジ
ャ
ン
カ
イ
Ⅱ
級
フ
リ
ゲ
ー

ト
、
ド
ン
デ
ィ
ア
オ
級
情
報
収
集
艦
な

ど
４
隻
を
海
自
Ｐ
３
Ｃ
哨
戒
機
や
護
衛

艦
「
と
ね
」
な
ど
が
確
認
。

　

こ
れ
ら
４
隻
は
１
月
27
日
対
馬
海
峡

を
北
上
、
日
本
海
か
ら
津
軽
海
峡
を
経

て
太
平
洋
を
南
下
し
て
い
る
が
、
う
ち

ド
ン
デ
ィ
ア
オ
級
情
報
収
集
艦
は
２
月

４
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
房
総
沖
で
往

復
航
行
し
て
い
た
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
栃
木

県
防
衛
協
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
航
空
学
校
宇
都
宮
校
及
び
北
宇
都

宮
駐
屯
地
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

陸
上
自
衛
隊
は
、
戦
略
環
境
の
変
化
等
に
対
応
す
る

た
め
体
制
改
革
を
推
進
中
で
す
が
、
航
空
学
校
宇
都
宮

校
に
お
い
て
も
、
新
操
縦
教
育
体
制
の
も
と
、
将
来
の

陸
上
航
空
を
担
う
航
空
操
縦
士
の
育
成
に
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
９
月
の
関
東
・

東
北
豪
雨
に
伴
う
災
害
派
遣
に
際
し
て
は
、
厳
し
い
状

況
の
中
、
北
宇
都
宮
駐
屯
地
に
所
在
す
る
各
部
隊
等
が

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
人
命
救
助
等
の
任
務
を
完
遂
し

ま
し
た
。
い
つ
い
か
な
る
事
態
に
も
即
応
し
、
国
民
の

期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
11
日
に
は
建
国
記
念
日
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
平
和
の
内
に
建
国
を
祝
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
与
え
ら
れ
た
使
命
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
栃
木
防
衛
協
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様

方
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊

北
宇
都
宮
駐
屯
地
司
令

１
等
陸
佐

 

　
佐
々
木 

博
茂
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
防
衛

協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
共
々
輝
か

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
防
衛
協
会
青
木
会
長
を
は
じ
め
、
協
会

の
皆
様
に
は
平
素
か
ら
宇
都
宮
駐
屯
地
に
対
し
て
格
別

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
駐
屯
地
隊
員
一
同

を
代
表
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

約
１
３
５
０
名
が
所
在
す
る
宇
都
宮
駐
屯
地
の
司
令

と
し
て
、「
わ
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
隊
員
に
要
望
し

て
お
り
ま
す
。
わ
（
倭
）
の
国
す
な
わ
ち
日
本
人
で
あ

る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
わ
（
輪
）
の
よ
う
な
切
り
目
の

な
い
団
結
力
で
、
わ
（
和
）
の
精
神
を
も
っ
て
、
相
互
に

協
力
し
合
う
こ
と
を
期
待
し
た
も
の
で
す
。
65
年
の
歴

史
と
伝
統
を
有
す
る
宇
都
宮
駐
屯
地
は
、「
栃
木
県
の
要

衝
」と
し
て
、
防
衛
・
警
備
並
び
に
災
害
対
応
の
任
務
に

就
き
、
そ
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
域
住
民
、
協
力
団
体
、
行
政
機
関
等
の
ご
理

解
・
ご
協
力
な
く
し
て
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
常
に
地
域

と
と
も
に
あ
る
駐
屯
地
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
本
年

も
元
気
で
明
る
い
駐
屯
地
作
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
栃
木
県
防
衛
協
会
の
益
々
の
発
展
と
、
皆

様
の
ご
多
幸
・
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊

宇
都
宮
駐
屯
地
司
令

１
等
陸
佐

 

　
内
山
　
浩
成

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
栃
木

県
防
衛
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
家
族
と
も

ど
も
輝
か
し
い
初
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
戦
後
70
年
の
節
目
の
中
、
今
後
の
我

が
国
の
平
和
と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
安
全
保
障
関

連
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
防
衛
省
・
自
衛
隊
は
、
国
際

情
勢
の
変
化
に
目
を
凝
ら
し
国
民
の
生
命
と
財
産
を
断

固
と
し
て
守
り
抜
く
と
と
も
に
、
米
国
を
は
じ
め
国
際

社
会
と
手
を
携
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
世
界
の
平
和
と

繁
栄
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

他
方
で
、
集
団
的
自
衛
権
、
平
和
安
全
法
制
に
関
す

る
国
会
審
議
、
そ
れ
を
報
じ
る
メ
デ
ィ
ア
、
一
部
の
人

た
ち
の
議
論
を
見
聞
き
す
る
に
つ
れ
、
聡
明
で
あ
る
日

本
人
が
こ
と
安
全
保
障
に
関
し
て
は
、
誤
解
を
恐
れ
ず

に
言
え
ば
、
稚
拙
と
も
言
え
る
議
論
し
か
で
き
ず
、
ま

た
、
我
々
自
衛
隊
・
自
衛
官
が
我
が
国
の
平
和
と
安
全

の
た
め
に
命
を
賭
し
て
き
た
努
力
は
真
に
理
解
さ
れ
て

お
ら
ず
、
感
情
に
基
づ
く
議
論
が
平
和
に
近
づ
く
変
化

を
生
み
出
さ
な
い
ば
か
り
か
、「
軍
国
主
義
化
」
の
議
論

に
至
り
、
空
し
さ
す
ら
覚
え
ま
し
た
。
あ
る
意
味
、
戦

後
の
特
殊
な
状
況
に
置
か
れ
た
我
が
国
の
安
全
保
障
観

を
相
対
化
さ
せ
、
国
民
自
ら
の
頭
で
「
国
家
の
自
立
」

へ
の
道
を
歩
む
に
は
如
何
に
す
れ
ば
良
い
の
か
、
正
し

い
判
断
が
で
き
る
た
め
の
情
報
・
実
情
を
伝
え
る
努
力

が
足
り
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
年
、
自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
は
、
栃
木
県
民
、

特
に
栃
木
県
防
衛
協
会
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
ご
協
力

に
よ
り
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
栃
木
地
本
も
自
衛

隊
の
輝
か
し
い
未
来
に
向
け
て
発
展
・
進
化
す
る
と
と

も
に
、
様
々
な
施
策
を
通
じ
て
防
衛
基
盤
の
充
実
・
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
衛
隊

栃
木
地
方
協
力
本
部
長

１
等
陸
佐

 

　
小
林
　
栄
樹

佐々木博茂（ささきひろしげ）１等陸佐
生年月日：昭和 36 年６月 27 日
出 身 地：宮城県
学　　歴：防衛大学校（28 期）

〔略　　　歴〕
昭和59年３月
　　60年３月
　　61年８月
平成元年８月
　　２年３月
　　６年８月

　　８年８月
　　10年３月
　　12年３月
　　14年３月
　　16年８月

　　17年８月
　　18年12月

　　21年８月
　　22年12月
　　25年12月

　　27年12月

入隊　陸上自衛隊幹部候補生学校（前川原）
第12飛行隊（北宇都宮）
東部方面ヘリコプター隊（立川）
西部方面航空隊付（目達原）
第３対戦車ヘリコプター隊（目達原）
陸上自衛隊幹部学校付（市ヶ谷→目黒）
指揮幕僚過程（40期）
自衛隊福島地方連絡部
陸上幕僚幹部防衛部（檜町）
第２飛行隊長（旭川）
防衛大学校（横須賀）教官
陸上自衛隊幹部学校付（目黒）
統合幕僚学校一般過程（44期）
東北方面ヘリコプター隊長（霞目）
陸上幕僚幹部装備部航空機課（市ヶ谷）
航空安全班長
陸上自衛隊幹部学校（目黒）教官
第１ヘリコプター団副団長（木更津）
西部方面航空隊長
兼ねて高遊原分屯地司令（高遊原）
現職

佐々木１佐は着任初のメッセージですので「プロフィール」を掲載しました。

　
対
馬
沖
を
潜
水
艦
航
行

　

防
衛
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
２
月
15

日
午
前
、
対
馬
（
長
崎
県
）
南
東
の
海

域
（
接
続
水
域
内
）
を
日
本
海
か
ら
東

シ
ナ
海
方
向
へ
南
西
進
す
る
潜
没
（
海

中
航
行
）
潜
水
艦
を
海
自
Ｐ
３
Ｃ
哨
戒

機
、
護
衛
艦
「
あ
さ
ぎ
り
」
な
ど
が
確

認
し
た
。

　

こ
の
潜
水
艦
は
国
籍
不
明
で
、
対
馬

海
峡
東
水
道
を
南
西
進
し
た
。

北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射

　

北
朝
鮮
は
２
月
７
日
午
前
９
時
31
分

ご
ろ
、
北
西
部
の
東
倉
里
（
ト
ウ
チ
ャ

ン
リ
）
か
ら
南
方
に
向
け
て
人
工
衛
星

と
称
す
る
事
実
上
の
長
距
離
弾
道
ミ
サ

イ
ル
を
発
射
し
た
。

　

ミ
サ
イ
ル
は
沖
縄
上
空
を
通
過
し
た

が
、
日
本
領
域
内
へ
の
落
下
物
な
ど
は

確
認
さ
れ
ず
、
自
衛
隊
に
よ
る
破
壊
措

置
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

防
衛
省
は
万
一
に
備
え
、
首
都
圏
や

沖
縄
県
に
空
自
の
地
対
空
誘
導
弾
Ｐ
Ａ

Ｃ
３
部
隊
、
日
本
海
、
東
シ
ナ
海
に
海

自
の
イ
ー
ジ
ス
艦
、
先
島
諸
島
な
ど
に

陸
自
の
被
害
対
処
部
隊
を
配
備
し
て
警

戒
に
当
た
っ
た
。

　
地
下
核
実
験
も

　

１
月
６
日
午
前
10
時
半
ご
ろ
、
北
朝

鮮
北
東
部
で
地
震
の
波
形
と
は
異
な
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
５
・
０
の
振
動
が
気

象
庁
の
地
震
計
で
観
測
さ
れ
た
。

　

一
方
、
北
朝
鮮
は
同
日
午
後
、
朝
鮮

中
央
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
「
地
下
核
実
験

を
行
い
、
初
め
て
の
水
爆
実
験
に
成
功

し
た
」
と
発
表
し
た
。

　

防
衛
省
で
は
、
空
自
Ｔ
４
練
習
機
な

ど
が
集
塵
飛
行
を
行
っ
た
が
異
常
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

中国海軍ドンディアオ級情報収集艦　　　　　　　　　　　　　　〔統合幕僚監部〕
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〔食　感〕
各家庭でよく見られる葱納豆です。出来上がりの量の多さに
びっくりされるかもしれません。現在市販されている納豆は１
パック 50 グラムで１人前となっています。軍隊では現在の４
人分、つまり４パックで１人前であったわけです。昔の兵隊さ
んの一食分のご飯は、現在のどんぶり２杯分ほどもあります。
それだけの量をこなすためには、納豆もそれ相応の量が必要で
しょう。今回紹介した１食分の納豆葱和えは、現在の家庭にお
いては４人分になります。お間違えのないように。

（調理　中山郁）

①葉葱は細かく刻みます。レシピ
では「芥子粉を硬く捏ねて布に
包み、熱湯に入れて20分おいて
灰汁を抜き、これを醤油で溶
く」とありますが、現在市販の
ものはそのまま使え、チューブ
の練りがらしでもよいでしょ
う。醤油で溶き合わせます。

②鉢に納豆、葱、芥子醤油を入れ
てよくかきまぜます。

材料（１人分）

〔資料提供〕栃木県護国神社資料展示室
同神社ホームページ（http://www.gokoku.gr.jp/）でも他に多くのメニューを
ご覧になれます。

－納豆葱和えの作り方－
《ご家庭では量の多さにご注意を》

納豆 200グラム
葉葱 80グラム
芥子粉 １グラム
醤油 35ミリリットル

　

横
須
賀
市
の
記
念
艦
「
三
笠
」
で
開
催

中
の
特
別
展
『
三
笠
秘
蔵
・
連
合
艦
隊
艦

隊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
が
フ
ァ
ン
に
大
好
評

で
期
間
延
長
で
開
催
中
だ
が
、
今
回
再
度

期
間
を
延
長
し
て
、
こ
と
し
５
月
31
日
ま

で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

こ
の
特
別
展
は
、
日
露
戦
争
当
時
、
太

平
洋
戦
争
当
時
の
各
艦
艇
（
船
）
の
精
巧

な
模
型
を
展
示
し
た
も
の
で
、
海
上
自
衛

隊
の
主
力
艦
艇
も
加
え
て
合
計
２
５
０
隻

以
上
の
規
模
。

　

太
平
洋
戦
争
当
時
の
展
示
各
艦
は
、
戦

艦
「
大
和
」
同
「
霧
島
」
空
母
「
赤
城
」

同
「
葛
城
」
重
巡
「
高
雄
」
同
「
麻
耶
」

軽
巡
「
五
十
鈴
」
駆
逐
艦
「
雪
風
」
な
ど

各
艦
艇
。

　

日
露
戦
争
当
時
の
模
型
に
は
戦
艦
「
八

島
」
同
「
富
士
」
な
ど
貴
重
な
展
示
品
も

あ
る
。

　

特
別
展
会
場
は
「
三
笠
」
中
甲
板
左
舷

側
。
入
場
料
は
「
三
笠
」
見
学
料
と
共
通

で
、
一
般
６
０
０
円
、
65
歳
以
上
の
シ
ニ

ア
５
０
０
円
、
高
校
生
３
０
０
円
で
小
中

学
生
は
無
料
。

　
「
三
笠
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
京
急
横

須
賀
中
央
駅
か
ら
三
笠
循
環
バ
ス
で
「
三

笠
公
園
」
下
車
。
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
駅
か
ら
バ

ス
で
「
大
滝
町
」
下
車
、
徒
歩
７
分
。
周

辺
に
マ
イ
カ
ー
用
の
駐
車
場
（
有
料
）
多

数
。

問
い
合
わ
せ

　

☎
０
４
６
・
８
２
２
・５
２
２
５

　

記
念
艦
「
三
笠
」

　

防
衛
駐
在
官
と
い
う
の
は
、
か
つ
て

駐
在
武
官
と
呼
ば
れ
て
い
た
職
種
で
、

現
在
は
外
務
省
出
向
で
１
等
書
記
官
の

身
分
に
な
り
ま
す
。

　

主
な
役
割
は
、
軍
事
情
報
の
収
集
、

防
衛
交
流
、
こ
れ
は
安
全
保
障
対
話
と

か
装
備
品
に
関
す
る
研
究
交
流
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
、
政
府
専
用
機
の
上
空
通
過

に
伴
う
許
可
申
請
、
海
上
自
衛
隊
艦
艇

に
よ
る
寄
港
の
折
衝
、
調
査
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

大
使
館
詰
め
で
、
一
人
で
い
ろ
い
ろ

な
業
務
を
こ
な
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
非
常
に
多
忙
で
す
が
、
反
面
充
実

邦
人
輸
送
訓
練
な
ど

報
道
陣
に
初
公
開

　

宇
都
宮
駐
屯
地
の
中
央
即
応
連
隊
（
深
草
貴

信
連
隊
長
）
に
新
た
に
配
備
さ
れ
た
輸
送
防
護

車
が
12
月
17
、
18
の
両
日
、
相
馬
原
演
習
場
ほ

か
で
報
道
陣
に
初
公
開
さ
れ
た
。

　

陸
自
の
新
型
装
甲
車
に
な
る
輸
送
防
護
車
は
、

25
年
３
月
に
発
生
し
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事

件
を
受
け
て
同
年
11
月
に
自
衛
隊
法
を
改
正
し
、

自
衛
隊
に
よ
る
邦
人
の
陸
上
輸
送
を
可
能
と
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
任
務
に
適
合
す
る
車
両
と

し
て
選
ば
れ
た
。

　

車
種
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
製
４
輪
装
甲
車

「
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ス
タ
ー
」（
熱
帯
に
生
息
す
る
毒

ヘ
ビ
の
名
）
で
、
25
年
度
に
４
両
分
が
補
正
予

算
化
、
昨
年
春
中
即
連
に
配
備
さ
れ
た
。

　

統
合
幕
僚
監
部
が
主
催
し
た
「
在
外
邦
人
輸

送
訓
練
」
で
は
、
17
日
に
相
馬
原
で
こ
の
４
両

が
隊
列
を
組
み
、
車
上
の
銃
架
に
は
機
銃
を
装

備
す
る
な
ど
、
緊
迫
し
た
邦
人
輸
送
訓
練
の
一

部
を
公
開
し
た
。

　

ま
た
翌
18
日
に
は
空
自
入
間
基
地
の
Ｃ

１
３
０
や
海
自
輸
送
艦
「
く
に
さ
き
」
な
ど
と

も
輸
送
防
護
車
を
か
ら
ま
せ
た
各
種
訓
練
を
実

施
し
た
。

　

こ
の
輸
送
防
護
車
の
大
き
な
特
徴
は
、
車
体

構
造
が
堅
牢
な
う
え
、
車
体
下
部
は
Ｖ
字
型
を

し
た
モ
ノ
コ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
に
な
っ
て
お
り
、

Ｉ
Ｅ
Ｄ
（
即
席
爆
発
装
置
）
や
地
雷
攻
撃
を
受

け
た
さ
い
、
爆
風
を
車
外
へ
逃
が
す
利
点
が
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
約
１
０
０
０
㌔
の
連
続
走
行
が
可

能
な
大
容
量
の
燃
料
タ
ン
ク
、
乗
員
10
人
が
３

日
間
程
度
行
動
で
き
る
水
タ
ン
ク
や
食
料
も
収

納
で
き
る
。

　

陸
自
の
現
有
車
両
と
比
較
す
る
と
サ
イ
ズ
は

96
式
装
輪
装
甲
車
と
ほ
ぼ
同
じ
、
最
高
速
度
は

約
１
０
０
㌔
と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
「
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ス
タ
ー
」
を

採
用
し
て
い
る
国
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
約

１
０
０
０
両
、
オ
ラ
ン
ダ
同
90
両
、
イ
ギ
リ
ス

同
24
両
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
同
12
両
。
防
衛
省
で
は

28
年
度
予
算
で
新
た
に
４
両
を
導
入
、
計
８
両

と
す
る
計
画
。

　
［
主
な
諸
元
］

全
長
７
・
18
㍍
、
全
幅
２
・
48
同
、
高
２
・
65
同
。

重
量
14
・
５
㌧
。
最
高
時
速
約
１
０
０
㌔
。
乗
員
・

操
縦
者
１
人
、
兵
士
な
ど
９
人
。
武
装
・
機
関
銃

３
丁
装
備
可
能
。

『
世
界
の
中
の
日
本
』

 

〜
防
衛
駐
在
官
の
経
験
を
踏
ま
え
て
〜

第
12
特
科
隊
長
兼
宇
都
宮
駐
屯
地
司
令

１
等
陸
佐  

内
山 

浩
成 

賀
詞
交
歓
会
で
の
講
話
の
う
ち
防
衛
駐
在

官
に
つ
い
て
の
部
分
要
約
と
参
考
資
料
の

概
要
と
で
構
成
し
た
も
の
で
す　

し
た
日
々
を
送
っ
た
の
が
、
平
成
24
年

６
月
か
ら
27
年
５
月
ま
で
の
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
防
衛
駐
在
官
と
し
て
の
３
年
間

だ
っ
た
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
う
国
を
簡
単
に

説
明
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
の
で
す

が
、
一
般
的
に
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
、
自
動

車
の
ボ
ル
ボ
、
最
近
は
航
空
機
か
ら
潜

水
艦
に
ま
で
技
術
を
伸
ば
し
て
き
た
同

じ
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
サ
ー
ブ
な
ど
の

名
前
が
知
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

防
衛
交
流
の
一
環
と
し
て
、
自
宅

に
各
国
の
人
た
ち
を
招
待
し
て
パ
ー

テ
ィ
ー
や
食
事
会
を
開
催
し
た
り
、
趣

味
の
集
い
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
催

し
た
り
も
大
切
な
任
務
に
な
り
ま
す
。

　

妻
も
、
現
地
で
は
な
か
な
か
入
手
で

き
な
い
食
材
を
工
夫
し
て
日
本
の
味
を

料
理
に
盛
り
込
む
の
に
大
変
苦
労
し
て

い
た
様
子
で
し
た
。

　

そ
ん
な
な
か
で
２
人
の
子
供
は
、
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
の
生

活
で
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り

を
身
に
つ
け
て
く
れ
た
よ
う
で
、
こ
れ

は
私
個
人
的
に
は
防
衛
駐
在
官
時
代
の

大
き
な
収
穫
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。―

―
―
―
―
―
◇
―
―
―
―
―
―

　

当
日
添
付
の
参
考
資
料
に
よ
る
と
、

現
在
、
防
衛
駐
在
官
は
40
の
大
使
館
と

２
つ
の
代
表
部
に
合
計
59
人
が
派
遣
さ

れ
て
い
る
。
内
訳
は
陸
自
26
人
、
海
自

16
人
、
空
自
17
人
。

　

こ
の
う
ち
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
の
邦

人
テ
ロ
事
件
も
踏
ま
え
昨
年
度
、
ア
フ

リ
カ
に
関
す
る
情
報
収
集
能
力
の
強
化

を
図
る
目
的
で
、
ア
フ
リ
カ
７
ヵ
国
、

つ
ま
り
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、

ケ
ニ
ア
、
ジ
ブ
チ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、

南
ア
フ
リ
カ
、
モ
ロ
ッ
コ
の
諸
国
に
新

た
に
防
衛
駐
在
官
を
派
遣
し
て
い
る
。

　

人
員
的
に
は
２
人
以
上
の
派
遣
が
イ

ン
ド
、
韓
国
、
中
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
の
９
ヵ
国
。
う
ち

ア
メ
リ
カ
は
６
人
で
、
内
訳
は
海
将
補
、

１
等
陸
佐
、
１
等
空
佐
、
２
等
陸
佐
、

２
等
海
佐
、
２
等
空
佐
と
大
き
な
規
模

に
な
っ
て
い
る
。

防衛講話 陸自新導入の輸送防護車 中即連に配備

隊列を組んで邦人輸送訓練を展開する輸送防護車（相馬原演習場）　　　　　　　　〔中央即応連隊〕

輸送防護車の右側面。強固な装甲車体が実感できる 同じく左側面。車体上部には銃架やワイヤーカッ
ターなどが装備されている     ともに〔中央即応連隊〕

オーストラリア軍の「ブッシュマスター」 〔防衛白書〕 　オランダ軍の同型車               〔ウィキペディア〕

スウェーデン防衛駐在官時代の内山１佐一家のス
ナップ　　　　　　　　　　　  　〔講話時の公開映像から〕
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C130輸送機㊤とP３C哨戒機 C1輸送機から次々に降下する隊員たち

話 

題 

の 

本

　
「
戦
争
の
始
ま
り
、
棍
棒
は
武
器
の
基

本
」
の
書
き
出
し
で
本
書
の
歴
史
構
成
は

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

第
１
章
の
〈
棍
棒
か
ら
弓
と
戦
車
へ
〉

で
は
、
馬
に
曳
か
せ
た
戦
車
な
ど
、
兵
器

と
し
て
の
当
時
の
人
々
の
工
夫
を
紹
介
し

て
い
る
。

　

第
２
章
で
は
〈
中
世
、
火
薬
の
伝
播
〉

第
３
章
で
は
〈
戦
争
を
変
え
た
発
明
〉
と

し
て
動
力
機
関
、
電
気
通
信
、
化
学
物
質

の
爆
薬
化
な
ど
を
世
界
各
国
か
ら
細
か
く

列
挙
す
る
。

　

時
代
を
追
っ
て
本
書
各
章
を
読
み
く
だ

く
と
、
戦
争
と
い
う
舞
台
で
、
い
か
に
相

手
を
倒
す
か
、
相
手
を
上
回
る
手
段
は
何

か
を
人
類
が
絶
え
ず
研
究
し
、
技
術
を
磨

い
て
き
た
か
が
よ
く
わ
か
ろ
う
。
本
書
第

３
章
以
降
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
か
ら
ド
イ
ツ

機
甲
師
団
、
ガ
レ
オ
ン
船
か
ら
Ｕ
ボ
ー
ト

と
続
き
、
近
世
で
は
一
挙
に
そ
の
全
盛
期

を
迎
え
て
い
く
。

　
「
一
九
〇
六
年
、
イ
ギ
リ
ス
で
戦
艦
ド

レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
（
恐
れ
る
も
の
な
し
の
意
）

が
進
水
し
た
と
き
、
そ
れ
以
前
の
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
の
軍
艦
が
前
時
代
の
遺
物
と
さ

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
衝
撃
を
各
国
に
与
え

た
」（
本
書
）

　

だ
が
、
そ
れ
も
空
母
に
よ
る
制
空
権
を

伴
う
海
戦
で
す
ぐ
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ

た
。

　
「
日
本
軍
に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
の
成
功

も
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
の
航
空
母
艦
の
実

力
を
甘
く
考
え
て
い
た
こ
と
が
一
因
だ
っ

た
」（
同
）

　

大
艦
巨
砲
主
義
、
超
弩
級
艦
、
空
母
、

潜
水
空
母
伊
４
０
０
な
ど
の
時
代
も
次
々

に
空
か
ら
の
攻
撃
兵
器
の
多
様
化
に
よ
っ

て
塗
り
替
え
ら
れ
、
超
音
速
機
か
ら
宇
宙

開
発
、
人
工
衛
星
、
核
兵
器
と
際
限
の
な

い
進
化
を
見
る
と
、
人
間
の
戦
い
に
は
終

局
が
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

　

本
書
は
時
代
別
に
第
１
章
か
ら
６
章
ま

で
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
興
味
の
あ
る
個

所
の
み
を
拾
い
読
み
し
て
も
十
分
楽
し
め

る
内
容
だ
。

（
文
春
新
書
・
八
四
二
円
）

21
世
紀
研
究
会
編

『
武
器
の
世
界
地
図
』

　
『
降
下
始
め
』
訓
練
に
は
、
陸
海
空

３
自
衛
隊
の
約
５
０
０
人
が
参
加
、
こ

と
し
も
離
島
作
戦
を
テ
ー
マ
に
、
数
々

の
戦
闘
シ
ー
ン
が
披
露
さ
れ
た
。

　

Ｃ
Ｈ
47
輸
送
ヘ
リ
か
ら
の
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
降
下
の
あ
と
、
海
自
Ｐ
３
Ｃ

哨
戒
機
な
ど
が
敵
状
偵
察
。
続
い
て
空

自
Ｃ
１
、
Ｃ
１
３
０
輸
送
機
か
ら
次
々

に
隊
員
が
降
下
、
大
空
に
は
落
下
傘
の

花
が
咲
い
た
。

　

地
上
に
展
開
し
た
隊
員
た
ち
は
、
Ｃ

Ｈ
47
ヘ
リ
な
ど
で
運
ば
れ
た
火
砲
や
、

陸
揚
げ
さ
れ
た
戦
車
な
ど
と
と
も
に
敵

陣
へ
激
し
い
攻
撃
を
加
え
、
Ａ
Ｈ
64
Ｄ

戦
闘
ヘ
リ
も
低
空
か
ら
攻
撃
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
中
谷
防
衛
相
が
「
諸

官
が
厳
し
い
練
成
を
重
ね
、
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
確
信
し

た
」
な
ど
と
訓
示
し
て
空
挺
団
員
た
ち

を
激
励
し
た
。

　

こ
の
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
習
志
野

演
習
場
に
は
約
１
万
８
０
０
０
人
が
詰

め
か
け
、
空
陸
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た

白
熱
の
シ
ー
ン
に
見
入
っ
て
い
た
。

第
１
空
挺
団

降
下
訓
練
始
め

習
志
野
演
習
場

１
10

グラフ特集

冬晴れの陽光がパラシュートに照り映える

高機動車や火砲を運び込むCH47ヘリCH47ヘリで到着した中谷防衛相（中央）

87式自走高射機関砲

編隊で飛行するCH47ヘリ

AH64D戦闘ヘリの低空攻撃

AH1S対戦車ヘリのヘリボーン攻撃

03式中距離地対空誘導弾

敵陣へ突進する10式戦車

UH1Jヘリから降り立つ隊員たち

ヘリが運び込んだ高機動車や火砲に駆け寄る隊員たち

訓練のテーマが離島作戦とあって降下隊員たちは救
命胴衣（赤色）をふくらませている
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特　
写

グ
ラ
フ

群
馬
・
太
田
市 

尾
島
ス
カ
イ
ポ
ー
ト

27
年
11
月
３
日

第
29
回
Ｒ
Ｃ
航
空
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

「
Ｒ
Ｃ
航
空
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
は
、
こ
と
し

（
28
年
）
も
11
月
３
日
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。

　

問
合
せ
は
☎
０
２
７
６
・
４
７
・
１
１
１
１
・

群
馬
県
太
田
市
産
業
観
光
課
へ
。

会場の尾島スカイポートは、今回も大にぎわいだった

海軍一式陸上攻撃機の勇壮なフライトは、多くの見学者を魅了した
（㊤３点）

出番を待つ雷電㊧と零戦

陸自往年のTH55J練習ヘリ。機体はもちろん、燃料用のドラム缶、
緊急用消火器のミニチュアなど小道具も泣かせる

陸自UH1Jヘリと見まがう迫力映像だが、ジェットヘリ部門にエ
ントリーのベル205J大型ラジコン機

これもジェットヘリのユーロコプターEC135「ドクターヘリ」仕様

朝日新聞社の記録機「神風号」の離陸

中島飛行機の夢をのせた「富嶽」は、今回もRC機で大空を舞った

精巧そのもの アラドAr196

ロシアの巨人爆撃機 カリニンK7。大人２人が両腕を伸ばしてやっと、という主翼長
だった

マーチンSP5Bマリーン

ミグ29

B25ミッチェル

F4Uコルセア

ホーカータイフーン１型B

零戦

雷電
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